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岡
山
歴
史
研
究
会
は
設
立
総
会
を
平
成

二
二
年
十
月
十
四
日
に
後
楽
園
鶴
鳴
館
に

お
い
て
開
催
し
、
発
足
し
ま
し
た
。
そ
し

て
本
年
、
設
立
五
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
の

も
設
立
準
備
の
段
階
か
ら
今
日
ま
で
、
顧

問
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
各
位

の
ご
理
解
、
ご
尽
力
、
ご
支
援
の
賜
物
と

ま
ず
も
っ
て
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

設
立
経
緯
は
会
報
四
号
の
山
崎
副
会
長

会
員
募
集
中

年

会

費  

二

千

円

十
月
以
降
入
会  

千
円

に
よ
る
「
岡
山
歴
史
研
究
会
設
立
時
の
回

顧
」
を
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
が
、
平
成
二
二
年
三
月
、
東
京
の
全
国

歴
史
研
究
会
本
部
か
ら
来
年
の
全
国
大
会

を
岡
山
で
是
非
開
催
し
た
い
。
全
国
歴
研

と
し
て
は
、
早
く
か
ら
岡
山
を
全
国
大
会

の
開
催
地
と
思
っ
て
い
た
が
、
受
け
皿
と

な
る
だ
け
の
団
体
が
出
て
こ
な
い
の
で
実

現
で
き
て
い
な
い
。
私
が
岡
山
城
築
城

四
〇
〇
年
事
業
の
責
任
者
を
務
め
た
経
験

を
も
と
に
頑
張
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ
け

な
い
か
と
い
う
吉
成
代
表
の
熱
い
要
請
に

応
じ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

五
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
既

存
団
体
で
経
験
を
積
ま
れ
て
い
る
多
く
の

方
々
が
設
立
準
備
段
階
か
ら
ご
協
力
く
だ

さ
り
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
会
員
が

増
加
し
て
き
た
こ
と
が
今
日
に
至
る
原
動

岡
山
歴
史
研
究
会
設
立
五
周
年
に
あ
た
っ
て  

会
長  

天
野
勝
昭

設
立
五
周
年
記
念 

会
員
交
流
会

回
顧
と
今
後
の
展
望

力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
第
一
に
あ
げ
ま

す
。
そ
し
て
、
年
々
活
動
内
容
が
充
実
し

て
き
て
い
る
こ
と
は
、
会
報
の
「
歴
研
展

望
」
で
触
れ
て
い
る
内
容
で
も
示
し
て
き

ま
し
た
が
、
皆
様
の
熱
意
と
創
意
工
夫
に

よ
っ
て
年
間
行
事
の
ベ
ー
ス
と
な
る
も
の

が
出
来
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
十
分
と
い
う
こ

と
で
な
く
、
継
続
、
発
展
の
た
め
に
は
安

定
し
た
財
政
運
営
と
そ
れ
を
可
能
と
す
る

運
営
、
活
動
体
制
の
確
立
が
不
可
欠
で
あ

り
、
私
見
で
す
が
、
五
つ
の
常
設
委
員
会

そ
れ
ぞ
れ
が
会
計
面
も
含
め
て
独
り
立
ち

の
形
で
運
営
さ
れ
、
委
員
会
の
検
討
結
果

等
を
事
務
局
が
取
り
ま
と
め
、
運
営
委
員

会
、
正
副
会
長
会
議
で
結
論
を
だ
し
て
実

施
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
活
動
内
容
に
も
変

化
、
充
実
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

会
費
の
値
上
げ
検
討
も
そ
の
一
環
で
あ

る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ま
た
先
月

二
五
日
に
は
初
め
て
会
員
交
流
会
を
開
催

し
、
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
忌
憚
の
な
い

ご
意
見
、
問
題
点
の
ご
指
摘
を
頂
い
た
こ

と
も
今
後
の
足
が
か
り
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
更
に
楽
し
い
、
参
加
し
て

良
か
っ
た
と
感
じ
て
頂
け
る
会
に
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
各
位

の
倍
旧
の
ご
理
解
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を

改
め
て
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

去
る
十
一
月
二
十
五
日
（
水
）
午
後
か

ら
設
立
五
周
年
記
念
の
会
員
交
流
会
が
岡

山
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。
三
十
九

名
が
参
加
。
天
野
会
長
は
あ
い
に
く
目
の

治
療
中
で
欠
席
。
挨
拶
文
が
代
読
さ
れ

た
。
会
員
の
み
な
さ
ん
の
忌
憚
の
な
い
声

が
聞
き
た
い
と
の
こ
と
。
続
い
て
山
本
事

務
局
長
が
「
五
年
の
歩
み
」
と
題
し
て
会

設
立
の
経
緯
そ
し
て
こ
れ
ま
で︽
次
頁
へ
︾

▲白内障手術で先の見通し
がよくなった？天野会長

▲竹本弘子氏の講演を聴く参加者
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全
国

大
会 

鳥
取
に
二
十
一
名
参
加

︽
前
頁
か
ら
︾や
っ
て
き
た
こ
と
を
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
映
し
出
し
た
。
記
念
講
演
は

全
国
歴
研
運
営
委
員
で
当
会
会
員
の
竹
本

弘
子
氏
。「
岡
山
歴
研
へ
の
思
い
」
と
題

し
て
、特
に
朱
に
焦
点
を
当
て
て
の
話
題
。

朱
は
徳
島
の
古
墳
、
岡
山
の
古
墳
に
見
ら

れ
る
。
日
本
に
お
け
る
そ
の
産
地
、
精
製

等
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

続
い
て
交
流
会
。
ま
ず
は
テ
ー
ブ
ル
ご

と
に
、
更
に
広
げ
て
全
体
で
名
刺
交
換
を

し
て
和
や
か
な
雰
囲
気
が
醸
し
出
さ
れ

た
。
そ
し
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
「
こ
れ
ま

で
の
歴
研
、
こ
れ
か
ら
の
歴
研
」
を
テ
ー

マ
に
話
合
い
が
行
わ
れ
た
。
討
論
の
後
、

各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
が
話
し
合
っ
た
内

容
、
提
案
等
を
発
表
し
た
。

続
く
懇
親
会
に
は
二
十
八
名
が
会
場
を

近
く
の
宴
会
場
に
移
し
、
さ
ら
に
和
気
あ

い
あ
い
の
中
、
親
交
を
深
め
た
。

各
グ
ル

ー
プ
か
ら

出
さ
れ
た

論
点
を
列

記
す
る
と

以
下
の
通

り
で
あ
る
。

・
岡
山
は

著
名
な

宗
教
家

を
排
出
。
宗
教
的
風
土
に
焦
点
を
当
て

て
は
ど
う
か
。

・
産
業
、
岡
山
で
は
多
量
の
鉄
、
銅
を
多

く
産
出
し
て
い
る
。
そ
の
歴
史
的
関
わ

り
に
興
味
が
あ
る
。

・
歴
史
的
事
実
も
比
較
検
討
し
な
い
と
客

観
視
で
き
な
い
。

・
備
後
地
区
の
探
訪
会
が
印
象
に
残
っ
た
。

・
不
思
議
な
こ
と
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
解

明
し
て
い
く
の
が
歴
史
を
研
究
す
る
楽

し
さ
だ
。

・
天
野
会
長
、山
本
事
務
局
長
は
よ
く
や
っ

て
お
り
、
そ
れ
で
五
年
続
い
た
。

・
こ
れ
か
ら
は
時
代
区
分
、
分
野
区
分
を

設
け
、委
員
会
方
式
で
や
る
の
が
良
い
。

・
研
究
に
も
っ
と
力
点
を
置
く
の
が
良
い
。

・
参
加
意
識
が
高
ま
る
工
夫
が
必
要
だ
。

・
こ
の
五
年
は
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
っ
た
。

・
旧
国
単
位
（
例
え
ば
備
前
、
美
作
）
で

の
歴
史
を
ま
と
め
て
は
ど
う
か
。

・
何
を
目
指
す
か
を
決
め
な
い
ま
ま
に
設

立
し
た
こ
と
が
焦
点
の
定
ま
ら
な
い
原

因
に
な
っ
て
い
る
。

・
岡
山
と
言
え
ば
古
代
、
吉
備
の
国
に
な

る
。
そ
れ
だ
け
で
い
い
の
か
。

全
国
歴
史
研
究
会
全
国
大
会
が
十
月

十
六
日
～
十
八
日
、
鳥
取
市
で
開
催
さ
れ

た
。
全
国
か
ら
約
百
二
十
名
、
岡
山
か
ら

二
十
一
名
が
参
加
し
た
。

記
念
講
演
は
二
題
、
①
「
邪
馬
台
国
山

陰
説
～
古
代
日
本
の
中
心
は
山
陰
地
方

だ
っ
た
」
講
師
は
田
中
文
也
氏
、
②
「
秀

吉
の
鳥
取
城
攻
め
と
吉
川
経
家
」
講
師
は

岡
村
吉
彦
氏
。

祝
宴
・
交
流
会
で
は
お
か
や
ま
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
法
被
で
岡
山
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

二
日
目
見
学
会
︵
中
世
の
鳥
取
を
体
感
︶

①
仁
風
閣
②
鳥
取
県
立
博
物
館
③
池
田

家
墓
所
④
宇
倍
神
社
⑤
因
幡
万
葉
歴
史
博

物
館
⑥
因
幡
国
庁
跡
を
見
学
。

三
日
目
見
学
会
︵
古
代
の
鳥
取
を
体
感
︶

①
白
兎
神
社
②
倭
文
神
社
③
倉
吉
白
壁

土
蔵
群
（
大
岳
院
）
④
妻
木
晩
田
遺
跡
⑤

溝
口
楽
々
福
神
社
を
見
学
。

三
日
間
晴
天
に
恵
ま
れ
、
中
世
と
古
代

の
鳥
取
を
体
感
で
き
た
。

来
年
は
三
重
県
津
市
で
開
催
さ
れ
る
。

▲グループ代表　佐藤氏発表

・
反
対
意
見
も
戦
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

歴
研
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

・
研
究
発
表
を
し
て
記
録
に
残
す
こ
と
が

大
切
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
三
役
会
議
、
運
営

委
員
会
が
開
か
れ
て
更
に
検
討
さ
れ
る
。

懇親会、大い
に盛り上がる

▲祝宴で法被を着て岡山をア
ピール（記念講演講師２人と）
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街
の
真
ん
中
で
起
こ
っ
た 

小
さ
な
衝
突
が
発
端

神
戸
の
三
宮
の
名
前
は
、
大
丸
神
戸
店

の
傍
に
あ
る
「
三
宮
神
社
」
に
由
来
す
る
。

ち
な
み
に
、
神
戸
市
内
に
は
一
の
宮
か
ら

九
宮
ま
で
現
存
す
る
。
こ
の
小
さ
な
三
宮

神
社
に
不
釣
り
合
い
な
大
き
さ
の「
史
蹟
・

神
戸
事
件
発
生
地
」
と
い
う
石
碑
が
、
歩

道
に
向
か
っ
て
立
っ
て
い
る
。
い
ま
で
は

「
神
戸
事
件
」
と
い
っ
て
も
知
る
人
は
少

な
い
。

し
か
し
、
慶
応
四
年
一
月
十
一
日
の
こ

の
事
件
と
続
く
二
月
十
五
日
の
堺
事
件
に

よ
っ
て
、我
が
国
が「
尊
王
攘
夷
」か
ら「
開

国
和
親
」
へ
と
は
っ
き
り
舵
を
切
る
契
機

と
な
っ
た
。

事
件
が
起

こ
っ
た
慶
応
四

年
（
１
８
６
８

年
）
は
江
戸
幕

府
が
終
り
、
九

月
に
元
号
が
明

治
に
な
っ
た
年

で
あ
る
。

王
政
復
古
に
よ
っ
て
出
来
た
ば
か
り
の

新
政
府
は
、
譜
代
の
尼
崎
藩
（
松
平
家
、

四
万
石
）
を
牽
制
す
る
た
め
に
、
備
前
岡

山
藩
に
、
西
宮
の
警
備
を
命
じ
た
。
岡
山

藩
は
二
千
人
の
兵
を
送
り
だ
し
、
う
ち

五
百
人
は
家
老
の
日
置
帯
刀
（
ひ
き
た
て

わ
き
）
に
率
い
ら
れ
て
、
陸
路
西
国
街
道

を
進
み
、
正
午
ご
ろ
三
宮
神
社
前
を
通
り

か
か
っ
た
。

そ
の
時
二
人
の
外
国
兵
（
フ
ラ
ン
ス
兵

と
い
わ
れ
て
い
る
）
が
行
列
の
前
を
横
断

し
よ
う
と
し
た
。
岡
山
藩
は
こ
れ
を
無
礼

と
し
て
、
歩
兵
隊
長
の
瀧
善
三
郎
が
槍
で

突
い
た
。
す
る
と
、
も
う
一
人
が
短
銃
を

構
え
た
の
で
、「
鉄
砲
、
鉄
砲
！
」
叫
ん

だ
と
こ
ろ
「
発
砲
！
」
と
聞
き
違
え
た
備

前
兵
が
威
嚇
射
撃
を
行
っ
た
。

こ
の
騒
ぎ
を
港
の
「
海
軍
操
練
所
」
跡

（
そ
の
わ
ず
か
一
年
前
に
す
で
に
閉
鎖
さ

れ
て
い
た
）
の
屋
上
で
知
っ
た
英
国
公
使

ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
兵
を

繰
り
だ
し
、
さ
ら
に
港
に
停
泊
し
て
い
た

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
の
軍
艦
に
連
絡
し

て
、
備
前
兵
に
砲
撃
を
し
か
け
、
港
に
い

明
治
元
年
に
発
生
し
た
神
戸
事
件
（
備
前

事
件
）

 

会
員
　
能
勢
初
枝
（
神
戸
市
在
住
）

た
日
本
の
各
藩
の
軍
艦
を
拿
捕
し
た
。
当

時
は
幕
府
が
瓦
解
し
た
直
後
で
、
兵
庫
奉

行
も
お
ら
ず
神
戸
の
町
は
無
法
に
近
く
、

一
触
即
発
。
こ
ん
な
大
事
に
な
る
と
は
考

え
て
も
い
な
か
っ
た
備
前
兵
は
、
反
撃
す

る
気
も
な
く
、
大
砲
も
荷
駄
も
放
棄
し
て

山
手
へ
退
却
し
た
。

二
人
の
外
国
兵
も
無
事
で
、
こ
の
間
、

一
人
の
死
者
も
出
て
な
い
。

治
外
法
権
の
「
外
国
人
居
留
地
」

嘉
永
六
年
、
ペ
リ
ー
の
浦
賀
来
航
で

「
日
米
和
親
条
約
」
が
締
結
さ
れ
、
さ
ら

に
安
政
五
年(

１
８
５
８
年) 

大
老
・
井

伊
直
弼
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
五
か
国
条

約
「
安
政
仮
条
約
」
に
よ
っ
て
、
我
が
国

は
列
強
に
居
住
地
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

慶
応
三
年
（
１
８
６
７
年
）
孝
明
天
皇

の
崩
御
で
兵
庫
開
港
が
決
ま
り
、
す
で
に

開
か
れ
て
い
た
神
奈
川
、
長
崎
、
函
館
な

ど
他
処
か
ら
み
れ
ば
十
年
遅
れ
て
、
兵
庫

に
居
留
地
が
設
け
ら
れ
た
。
強
烈
な
攘
夷

論
者
で
あ
っ
た
孝
明
天
皇
は
、
京
に
近
い

兵
庫
の
開
港
を
認
め
な
か
っ
た
の
だ
。

幕
府
は
、人
家
の
多
い
兵
庫
を
避
け
て
、

当
時
寒
村
で
あ
っ
た
神
戸
村
を
居
住
地
と

し
て
提
供
し
た
。

▼
三
宮
神
社
に
あ
る
神
戸
事
件
の
石
碑

最
初
に
神
戸
村
に
上
陸
し
た
あ
る
外
国

人
は
「
な
に
も
な
い
、
た
だ
の
だ
だ
っ
広

い
砂
地
に
驚
い
た
」
と
神
戸
の
印
象
を
述

べ
て
い
る
が
、
な
に
も
な
い
場
所
が
幸
い

し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
最
新
の
都
市
計

画
が
実
施
さ
れ
、
現
在
の
ハ
イ
カ
ラ
な
神

戸
の
街
の
元
が
出
来
あ
が
っ
た
。

し
か
し
一
方
、
当
時
、
外
国
人
居
留
地

は
、
治
外
法
権
で
、
日
本
の
警
察
権
も
司

法
権
も
介
入
で
き
な
い
取
り
決
め
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
こ
の
時
、
海
軍
操
練
所
後
の

港
や
岸
壁
な
ど
ま
で
連
合
国
側
が
支
配
し

て
い
た
。

五
連
合
国
側
は
、
神
戸
村
で
の
出
来
事

に
つ
い
て
、
日
本
側
に
対
し
て
、
責
任
者

の
極
刑
と
賠
償
を
要
求
し
て
《
次
頁
へ
》 

▲外国立会人を面前にして瀧善三郎切腹
の図（カネテツデリカフーズ㈱所蔵）
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《
前
頁
か
ら
》
き
た
。
日
本
か
ら
見
れ
ば
、

連
合
国
側
が
明
ら
か
に
理
不
尽
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
外
交
に
不
馴
れ
な
ば
か
り

か
、
ま
だ
、
外
国
に
対
し
て
天
皇
親
政
の

宣
言
も
し
て
い
な
い
新
政
府
は
、
い
ま
外

国
に
攻
め
ら
れ
て
は
大
変
だ
と
、
卑
屈
に

も
な
っ
て
驚
き
あ
わ
て
た
。
文
久
二
年

（
１
８
６
２
年
）の「
生
麦
事
件
」に
よ
る
、

薩
英
戦
争
の
苦
い
記
憶
も
新
し
い
。

一
月
十
五
日
、
天
皇
は
神
戸
へ
勅
使
を

派
遣
し
て
、
日
本
の
国
が
武
家
政
治
か
ら

天
皇
親
政
に
代
わ
っ
た
こ
と
を
し
ら
せ
る

と
と
も
に
、
伊
藤
博
文
、
陸
奥
宗
光
を
交

渉
係
に
あ
て
た
。
下
級
武
士
で
は
あ
っ
た

が
、
伊
藤
は
文
久
三
年
か
ら
一
年
間
、
イ

ギ
リ
ス
に
留
学
し
た
こ
と
が
あ
る
。
伊
藤

は
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
に
面
会
し
、
処
分

の
撤
回
を
求
め
た
が
、
彼
は
聞
く
耳
を
持

た
な
か
っ
た
。

瀧
の
切
腹
で
決
着

「
備
前
事
件
」
顛
末

結
局
、
日
本
政
府
は
彼
等
の
怒
り
を
鎮

め
る
た
め
に
、
瀧
善
三
郎
を
人
柱
と
し
て

差
し
出
し
、
彼
の
切
腹
と
日
置
帯
刀
の
謹

慎
で
こ
と
を
お
さ
め
た
。

忠
義
な
武
士
で
あ
っ
た
瀧
に
す
れ
ば
、

「
武
士
諸
法
度
」
に
則
っ
て
無
礼
者
を
懲

ら
し
め
よ
う
と
し
て
、
言
葉
が
通
じ
な
い

の
で
、
槍
で
突
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

瀧
善
三
郎
正
信
は
、
備
前
藩
池
田
家
の

直
接
の
家
臣
で
は
な
く
、
家
老
日
置
家
に

仕
え
る
陪
臣
だ
っ
た
。
幼
く
し
て
萩
原
流

砲
術
家
の
父
を
失
っ
た
が
、
小
野
一
刀
流

の
剣
術
を
修
め
、
十
七
歳
か
ら
日
置
帯
刀

の
側
近
を
務
め
て
い
た
三
十
二
才
の
立
派

な
武
士
で
あ
っ
た
。

こ
の
事
件
の
直
前
に
、
長
州
、
薩
摩
が

攘
夷
を
捨
て
て
開
国
に
転
じ
て
い
た
こ
と

を
、
瀧
は
知
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
切
腹
の

前
に
「
自
分
は
遠
国
の
人
間
で
、
朝
廷
が

外
国
人
を
丁
寧
に
扱
う
方
針
に
変
わ
っ
た

こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
」
と
語
り
、「
王

政
復
古
に
よ
り
、国
法
が
変
わ
っ
た
た
め
、

切
腹
さ
せ
ら
れ
る
の
だ
」
と
自
ら
を
納
得

さ
せ
て
、
新
政
府
の
命
令
の
ま
ま
に
、
五

連
合
国
の
外
国
人
が
興
味
津
々
で
見
つ
め

る
前
で
、
永
福
寺
に
お
い
て
、
正
式
な
武

士
の
作
法
で
切
腹
し
た
。

瀧
に
は
四
才
の
息
子
と
二
才
の
娘
が
い

た
が
、
子
等
に
「
忠
孝
道
を
守
り
、
御
奉

公
第
一
に
候
」
と
遺
書
を
書
き
、
妻
や
姉

に
は
「
今
は
は
や
森
の
日
陰
に
な
に
ぬ
れ

ど
朝
日
に
匂
ふ
大
和
魂
」
の
歌
と
「
春
風

の
吹
き
入
る
ま
ま
に
は
つ
旅
寝
」
の
句
を

残
し
た
。

日
本
の
大
き
な
転
換
点
に
、
犠
牲
と

な
っ
た
一
人
の
武
士
の
死
を
悼
ん
で
、

人
々
は
永
福
寺
に
瀧
の
立
派
な
供
養
塔
を

建
て
た
。（
現
在
、
供
養
塔
は
兵
庫
大
仏

な
ど
の
あ
る
能
福
寺
に
移
さ
れ
て
い
る
）

も
う
一
度
言
う
が
、
こ
の
事
件
で
は
一

人
の
死
者
も
出
な
か
っ
た
、
だ
か
ら
こ
そ

外
交
手
腕
が
試
さ
れ
る
場
面
だ
っ
た
が
日

本
側
の
外
交
下
手
で
備
前
藩
士
瀧
善
三
郎

は
犠
牲
に
な
っ
た
。
瀧
の
犠
牲
で
、
と
も

か
く
日
本
の
国
は
列
強
か
ら
の
攻
撃
か
ら

の
が
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
事
件
か
ら
一
カ
月
後
の
二
月
十
五

日
、「
堺
事
件
」
が
起
こ
る
。
堺
の
町
を

警
護
し
て
い
た
土
佐
藩
士
と
フ
ラ
ン
ス
兵

と
の
衝
突
で
、
土
佐
側
が
発
砲
し
、
フ
ラ

ン
ス
兵
に
十
一
人
の
死
者
が
出
た
。
や
っ

と
「
神
戸
事
件
」
が
解
決
し
た
と
こ
ろ
へ

の
知
ら
せ
に
、
政
府
は
驚
愕
し
、
謝
罪
の

特
使
を
送
っ
た
。フ
ラ
ン
ス
側
の
要
求
は
、

土
佐
藩
の
加
害
者
全
員
の
死
刑
と
十
五
万

ド
ル
の
賠
償
な
ど
十
五
項
目
に
わ
た
っ

た
。交

渉
の
末
、
切
腹
は
十
八
人
に
絞
り
、

堺
の
妙
国
寺
境
内
の
外
人
た
ち
の
眼
前
で

そ
れ
は
行
わ
れ
た
。
さ
す
が
に
、
フ
ラ
ン

ス
側
も
凄
惨
な
切
腹
の
様
子
に
、
十
一
人

目
の
と
こ
ろ
で
止
め
さ
せ
て
、
残
り
は
流

罪
に
し
た
。

こ
の
二
つ
の
事
件
に
よ
っ
て
、
開
国
の

機
運
は
進
ん
だ
が
、
日
本
人
の
命
を
犠
牲

に
し
て
の
開
国
和
親
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘

れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

▲ 瀧 善 三 郎 肖 像 画 
（会員 吉井眞氏蔵）

▲七曲神社（御津金川）の境内
にある義烈碑と会員 吉井眞氏

▲瀧善三郎生誕地
碑（御津金川）
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後
楽
園
に
通
じ
る
鶴
見
橋
の
手
元
に
一

つ
の
石
碑
が
あ
る
。
刀
匠
碑
と
書
か
れ
て

お
り
、
一
振
り
の
刀
が
埋
め
込
ま
れ
て
い

て
元
之
進
祐
定
終
焉
の
地
と
あ
る
。

こ
こ
岡
山
市
出
石
町
は
、
備
前
刀
の
刀

匠
、
六
十
代
続
い
た
元
之
進
祐
定
が
、
昭

和
四
年
、
八
十
歳
に
し
て
研
ぎ
師
の
家
で

逝
去
し
た
終
焉
の
地
で
あ
る
。

瀬
戸
内
市
長
船
町
に
「
造
剣
之
古
跡
」

と
書
か
れ
た
大
き
な
石
碑
が
立
っ
て
い

る
。裏

面
に
「
大
正
十
四
年
九
月
立
石
、
友

成
後
裔
・
横
山
元
之
進
祐
定
建
」
と
あ
る
。

こ
の
人
こ
そ
横
山
系
刀
工
の
最
後
の
人
、

祐
定
で
あ
る
。

刀
剣
に
つ
い
て
は
国
指
定
の
刀
剣
が

八
百
十
口
あ
り
、
そ
の
内
約
五
割
が
備
前

刀
と
備
中
刀
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
在
銘

刀
で
は
七
割
が
岡
山
の
刀
剣
で
あ
る
。
そ

れ
は
福
岡
一
文
字
派
の
則
宗
、
吉
房
、
長

船
派
の
光
忠
、
景
光
、
盛
光
、
与
左
衛
門

祐
定
な
ど
の
刀
匠
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

長
船
刀
工
の
祖
は
近
忠
と
言
わ
れ
て
い
る

が
作
刀
は
残
っ
て
な
い
。
そ
の
子
息
、
光

忠
は
優
秀
な
作
刀
を
残
し
て
お
り
、
長
船

第
一
の
名
刀
匠
と
評
さ
れ
て
い
る
。
没
年

が
文
永
八
年
（
一
二
七
一
年
）
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
最
盛
期
は
鎌
倉
時
代
の
初

期
で
あ
る
。
そ
の
子
、
そ
し
て
孫
も
名
匠

と
言
わ
れ
、
併
せ
て
、
各
刀
匠
の
出
現
に

よ
っ
て
備
前
長
船
刀
が
天
下
に
響
き
渡
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
年
）

の
吉
井
川
の
大
洪
水
で
福
岡
の
半
分
が
河

底
に
没
し
、
約
四
百
年
続
い
た
長
船
鍛
冶

は
横
山
一
派
を
残
す
の
み
で
壊
滅
し
た
。

こ
れ
以
来
、
新
刀
期
に
入
り
、
わ
ず
か

に
祐
定
に
よ
り
名
刀
が
作
ら
れ
て
い
る
。

高
松
城
の
水
攻
め
の
折
、
城
主
、
清
水

宗
治
の
兄
、
月
清
入
道
が
切
腹
に
用
い
た

六
十
代
続
い
た

備
前
刀
匠〝
祐
定
〞

備
前
刀
匠
の
名
跡
で
六
十
代
続
い
た
系

譜
が
あ
る
。
そ
れ
は
初
代
友
成
か
ら
数
え

て
六
十
代
目
の
祐
定
で
あ
る
。
元
之
進
祐

定
・
又
は
潜
龍
子
祐
定
と
も
云
わ
れ
る
備

前
刀
匠
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
元
之
進
祐
定
の
息

子
、
祐
一
が
早
生
し
、
祐
定
も
昭
和
四

年
（
一
九
二
九
年
）
十
一
月
二
十
五
日
、

八
十
歳
で
逝
去
し
、
約
六
百
年
続
い
た
長

船
鍛
治
の
槌
音
は
断
え
た
の
で
あ
る
。

元
之
進
祐
定
は
、
勿
論
、
備
前
長
船
に

居
て
作
刀
技
術
を
練
磨
し
て
い
た
の
だ
け

れ
ど
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
廃
刀
令
、
な

ら
び
に
武
士
の
消
滅
に
依
り
継
続
は
断
た

れ
た
。

そ
の
後
、
元
之
進
祐
定
は
、
娘
の
嫁
ぎ

先
で
あ
る
岡
山
市
中
出
石
町
に
移
り
、
市

内
で
は
作
刀
は
出
来
な
い
の
で
、
刀
剣
研

磨
の
道
を
な
り
わ
い
に
暮
ら
し
た
こ
と
か

ら
出
石
町
と
の
関
わ
り
が
で
き
た
。
そ
の

地
に
、
平
成
二
十
一
年
、
祐
定
終
焉
の
碑

が
建
立
さ
れ
、
其
の
除
幕
は
多
く
の
人
で

挙
行
さ
れ
た
。

岡
山
に
は
＂
温
羅
＂
と
云
う
伝
説
が
あ

る
。
温
羅
と
云
う
の
は
、
鉄
器
を
持
ち
強

大
な
権
力
を
成
立
さ
せ
て
い
た
経
営
集

団
と
見
な
さ
れ
る
。
大
和
朝
廷
は
青
銅

器
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
《
次
頁
へ
》

〝
祐
定
〞
の
一
考
察　
大
河
原
　
喬
（
当
会
顧
問
）

▼

造
剣
之
古
跡
碑（
瀬
戸
内
市
長
船
町
）

伝月清入道切腹短刀
天正10年(1582)6月4日、備中高松城水攻めの講
和条件として切腹した清水宗治とともに、その
兄月清入道が自刃した時に使用した短刀と伝え
られる。「天正三年二月　備州長船住祐定作」
の銘がある。

短
刀
に
は
祐
定
の
銘
が
あ
り
、
子
孫
の
清

水
男
氏
（
当
会
顧
問
）
が
今
で
も
所
有
し

て
い
る
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
藩
主
の
庇
護
の
も

と
に
な
り
、
横
山
系
の
祐
永
、
祐
包
に
よ

り
細
々
と
作
刀
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。

明
治
に
な
り
、
廃
刀
令
が
出
さ
れ
、
そ

し
て
六
十
代
続
い
た
刀
匠
、
祐
定
は
昭
和

四
年
つ
い
に
絶
え
た
。

（
本
文
は
当
会
顧
問
臼
井
洋
輔
氏
監
修
）

▲清水 男氏蔵
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《
前
頁
か
ら
》
為
、
鉄
器
は
大
き
な
目
標

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
朝
廷
に
依
り
、
鉄
器
生
産
を
懐
柔

し
よ
う
と
し
て
起
こ
し
た
の
が
桃
太
郎
伝

説
と
い
わ
れ
る
四
道
将
軍
、
吉
備
津
彦
命

の
派
遣
と
云
う
政
策
で
も
あ
っ
た
。

桃
太
郎
伝
説
の
終
わ
り
は
、
鵜
と
成
っ

た
吉
備
津
彦
が
鯉
と
成
っ
て
逃
げ
る
温
羅

を
血
吸
川
の
下
流
で
喰
い
果
し
、
鯉
喰
神

社
で
首
を
は
ね
て
終
末
す
る
。

こ
の
血
吸
川
の
赤
は
、
血
で
な
く
鉄
の

錆
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
温
羅
の
権
力
の
背

景
で
鉄
の
精
錬
作
業
の
結
果
の
錆
と
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
。

赤
磐
に
血
洗
い
の
滝
と
云
う
地
名
が
あ

る
。
ス
サ
ノ
ー
ウ
の
命
が
蛇
を
や
っ
つ
け

た
草
薙
の
剣
を
洗
っ
た
滝
と
云
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
も
鉄
の
錆
で
あ
り
、
温
羅
の
吉
備

の
地
よ
り
御
津
・
赤
磐
を
経
て
石
上
布
都

魂
神
社
界
隈
を
巡
り
、
吉
井
川
を
下
り
長

船
に
至
り
長
船
刀
剣
の
基
盤
が
構
成
さ
れ

た
と
考
察
し
た
な
ら
面
白
い
史
論
で
は
あ

る
ま
い
か
。

九
月
二
十
九
日
、
大
濵
文
男
氏
が
「
緒

方
洪
庵
と
岡
山
の
門
弟
た
ち
」
と
題
し
て

講
演
さ
れ
た
。
四
十
三
名
が
参
加
。
緒
方

洪
庵
は
文
化
八
年
（
一
八
一
○
年
）
備
中

足
守
藩
の
下
級
武
士
の
三
男
と
し
て
生
ま

れ
、
十
五
歳
の
時
、
父
と
共
に
大
坂
に
出

る
。
そ
し
て
中
天
遊
の
私
塾「
思
々
斎
塾
」

に
て
蘭
学
、
主
に
医
学
を
学
ん
だ
。
そ
の

後
、
江
戸
へ
出
て
坪
井
信
道
に
学
び
、
さ

ら
に
長
崎
へ
遊
学
し
た
。
後
、
天
保
九
年

(

一
八
三
六
年)
に
大
坂
に
帰
り
、
蘭
学

塾
「
適
塾
」
を
開
い
た
。
約
三
十
年
、
医

学
、
及
び
人
材
の
教
育
に
努
め
た
。
後
の

大
阪
大
学
医
学
部
に
な
る
。

中
天
遊
の
門
下
の
先
輩
、
億
川
百
記
の

娘
、
八
重
と
結
婚
し
、
六
男
七
女
を
も
う

け
た
。
八
重
は
塾
生
か
ら
母
の
よ
う
に
慕

わ
れ
た
。
福
沢
諭
吉
は
「
福
翁
自
伝
」
の

中
で
「
非
常
に
豪
い
御
方
で
あ
っ
た
」
と

回
想
し
、
ま
た
佐
野
常
民
は
墓
碑
銘
を
書

い
て
い
る
。
大
濵
さ
ん
は
「
思
々
斎
塾
」

で
学
ん
だ
最
大
の
成
果
は
先
輩
、
億
川
百

記
の
娘
、
八
重
と
結
婚
で
き
た
こ
と
で
は

第
十
一
回

歴
研
サ
ロ
ン 

緒
方
洪
庵
と
岡
山
の
門
弟
た
ち

な
い
か
と
話
さ
れ
た
。

こ
の
「
適
塾
」
で
、
福
沢
諭
吉
、
大
村

益
次
郎
、
佐
野
常
民
、
橋
本
佐
内
ら
を
育

て
た
。
弟
子
の
数
は
六
百
名
を
超
え
た
。

そ
の
内
、
郷
土
の
備
前
、
備
中
、
美
作
か

ら
四
十
七
名
も
の
子
弟
が
参
じ
た
。
大
濵

氏
自
身
の
祖
父
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
と

の
こ
と
。
多
く
は
医
者
の
子
弟
。
多
く
の

資
料
、手
紙
等
を
陳
列
し
て
開
示
さ
れ
た
。

蘭
学
か
ら
始
め
、
英
語
教
育
を
も
志
向

し
た
と
の
こ
と
。
松
下
村
塾
は
主
に
倒
幕

を
志
向
。
が
、
適
塾
は
人
を
育
て
る
こ
と

及
び
医
学
の
普
及
に
向
っ
た
と
話
さ
れ

た
。
当
時
、
天
然
痘
は
厄
介
な
伝
染
病
で

あ
っ
た
が
、
牛
痘
種
痘
法
で
治
療
を
図
っ

た
。
足
守
に
「
足
守
除
痘
館
」
を
開
い
て

い
る
。

後
、
幕
府
の
要
請
で
江
戸
に
出
仕
し
、

奥
医
師
兼
西
洋
医
学
所
頭
取
に
、
そ
し
て

「
法
眼
」
に
叙
せ
ら
れ
る
も
翌
年
、
享
年

五
十
四
歳
で
死
去
し
た
と
の
こ
と
。

最
後
に
、大
濵
さ
ん
は
歴
史
へ
の
興
味
、

関
心
を
深
め
る
た
め
に
自
分
史
を
書
く
こ

と
を
奨
め
ら
れ
た
。

昔
か
ら
興
味
深
か
っ
た
大
化
の
改
新
に

つ
い
て
「
大
化
の
改
新
・
謎
の
人
物
」
と

い
う
演
題
に
魅
か
れ
、
歴
研
サ
ロ
ン
に
参

加
し
た
。
参
加
者
は
三
二
名
。
好
き
な
奈

良
へ
は
五
回
ほ
ど
出
掛
け
た
。
藤
原
鎌
足

を
祀
る
談
山
神
社
に
は
「
多
武
峯
（
と
う

の
み
ね
）
縁
起
絵
巻
」
の
絵
が
並
び
、
中

で
も
「
入
鹿
（
い
る
か
）」
の
首
が
高
々

と
飛
ぶ
絵
は
印
象
深
い
。

演
者
、
富
久
豊
氏
は
六
十
歳
定
年

後
、
大
化
の
改
新
の
中
の
闇
の
部
分
に

惹
か
れ
、
そ
し
て
書
か
れ
た
《
次
頁
へ
》

第
十
二
回
歴
研
サ
ロ
ン

大
化
の
改
新
・
謎
の
人
物

を
聴
い
て 

▼

刀
匠
碑（
岡
山
市
北
区
出
石
町
）

▲大濵文男氏
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《
前
頁
か
ら
》『
闇
人
』(

文
芸
社)

と
言

う
歴
史
小
説
の
内
容
を
講
演
さ
れ
た
。

大
化
の
改
新
を
成
し
遂
げ
た
中
大
兄
皇

子
と
中
臣
鎌
子
の
生
涯
を
、
二
人
を
陰
で

支
え
た
山
師
集
団
を
絡
ま
せ
な
が
ら
、
大

和
王
権
の
成
立
過
程
を
話
さ
れ
た
。
史
実

を
基
に
調
査
、
そ
し
て
な
ぜ
、
な
ぜ
を
繰

り
返
し
て
探
究
さ
れ
、
ま
と
め
ら
れ
た
小

説
は
私
の
知
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
、

興
味
深
い
講
演
だ
っ
た
。

「
大
化
の
改
新
」
で
の
暗
殺
は
本
当
に

五
人
で
計
画
し
た
の
か
、
ユ
ー
モ
ア
も
交

え
、
色
々
の
政
治
的
な
駆
け
引
き
を
突
っ

込
ん
で
述
べ
ら
れ
た
。
中
大
兄
皇
子
の
実

母
は
時
の
皇
極
天
皇
で
あ
る
。
こ
の
事
変

二
日
後
、
孝
徳
天
皇
に
譲
位
さ
れ
た
。
生

前
の
譲
位
は
過
去
に
例
は
な
い
。
用
意
さ

れ
た
計
画
的
な
事
変
と
断
定
さ
れ
た
。

来
年
に
は
「
闇
人
Ⅱ
」
と
し
て
今
回
の

話
し
の
続
き
を
発
行
さ
れ
る
予
定
と
の
こ

と
。
内
容
は
壬
申
の
乱
と
そ
の
後
の
継
承

問
題
、
そ
し
て
「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」

の
成
立
過
程
。
是
非
と
も「
歴
研
サ
ロ
ン
」

で
又
、
聴
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
会
員 

近
藤
孝
正
）

十
一
月
七
日
、
三
十
八
名
が
赤
磐
市
を

探
訪
し
た
。
前
日
ま
で
の
予
報
で
は
雨
天

で
あ
っ
た
が
、
幸
い
に
も
日
中
は
雨
が
降

ら
ず
、
助
か
っ
た
。

顧
問
の
佐
藤
光
範
氏
と
野
崎
豊
氏
の
案

内
で
十
箇
所
を
訪
問
し
た
。

バ
ス
の
中
、
佐
藤
光
範
氏
よ
り
古
墳
や

銅
に
つ
い
て
歯
切
れ
の
良
い
説
明
を
聞

き
、
予
習
が
で
き
た
。

最
初
に
岡
山
市
牟
佐
に
あ
る
牟
佐
大
塚

古
墳
を
見
学
し
た
。
古
墳
に
入
り
、
巨
石

の
大
き
さ
（
県
下
三
大
巨
石
墳
）
に
驚
い

た
。
石
棺
の
石
材
は
井
原
市
浪
形
山
産
出

の
貝
殻
凝
灰
岩
と
の
こ
と
。

次
に
、
水
濠
に
あ
る
両
宮
山
古
墳
を
訪

ね
た
。
古
墳
の
中
堤
を
歩
き
、
墳
丘
と
備

前
国
分
寺
跡
を
眺
め
た
。
墳
丘
の
全
長
は

二
百
六
ｍ
。
造
山
古
墳
、
作
山
古
墳
に
次

い
で
県
内
三
番
目
の
大
き
さ
で
あ
る
。

そ
し
て
赤
磐
市
山
陽
郷
土
資
料
館
を
訪

ね
た
。
赤
磐
市
の
友
實
市
長
の
出
迎
え
を

受
け
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。
赤
磐
市
の

考
古
資
料
の
収
蔵
・
展
示
品
に
つ
い
て
学

芸
員
の
判
り
易
い
説
明
に
参
加
者
一
同
う

な
ず
い
た
。

続
い
て
、
健
脚
の
人
は
山
の
上
に
あ
る

岩
神
神
社
に
登
り
、
拝
殿
奥
の
磐
座
、
ゆ

る
ぎ
岩
に
上
が
り
本
当
に
揺
れ
る
か
確
か

め
た
人
も
い
た
。

昼
食
は
、
神
社
の
境
内
で
山
菜
お
こ
わ

弁
当
や
赤
飯
弁
当
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

午
後
か
ら
は
赤
磐
市
の
最
北
端
、
是
里

に
あ
る
宗
形
神
社
に
参
拝
し
た
。

次
い
で
訪
ね
た
石
上
布
都
魂
神
社
に

は
、予
定
を
一
時
間
以
上
遅
れ
て
到
着
し
、

宮
司
か
ら
き
つ
く
お
叱
り
を
戴
い
た
。
境

内
で
は
氏
子
の
女
性
達
が
歓
迎
の
お
茶
の

準
備
を
し
て
く
れ
て
い
た
。
こ
の
時
購

入
し
た
お
米
は
非
常
に
美
味
し
か
っ
た
。

帰
っ
た
後
に
お
米
一
俵
、追
加
購
入
し
た
。

石
垣
模
様
の
珍
し
い
三
代
天
神
を
巡

り
、
最
後
に
サ
ッ
ポ
ロ
岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー

に
立
ち
寄
り
ワ
イ
ン
で
喉
を
潤
し
た
。
そ

し
て
、
土
産
を
買
い
求
め
た
。

第
十
三
回

探
訪
会 

赤
磐
市 

く
ま
な
く
探
訪

▲富久 豊氏

赤磐市山陽郷土資料館にて友實市長（最前列右から３人目）

▲ ゆ る ぎ 岩（ 危 な い！
本当に大丈夫なの？）
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■
編
集
後
記
■

五
周
年
記
念
行
事
と
し
て
会
員
交
流
会
が
開
か

れ
た
。
三
九
名
が
参
加
。
こ
れ
か
ら
の
歴
研
に
つ

い
て
喧
々
諤
々
。
疑
問
を
見
つ
け
て
そ
れ
を
解
明

す
る
の
が
歴
史
を
研
究
す
る
楽
し
み
、
そ
れ
と
比

較
検
討
し
な
い
と
歴
史
的
事
実
も
客
観
視
で
き
な

い
と
い
う
二
つ
の
意
見
に
共
鳴
し
た
。

県
内
の
歴
史
団
体
調
査
結
果
を
見
れ
ば
、
固
有

名
詞
を
持
た
な
い
の
は
岡
山
歴
研
だ
け
。
同
じ
く

持
た
な
い
全
国
歴
史
研
究
会
の
岡
山
版
を
目
指
し

て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
し
た
。（
楠
）

発
　
行　

岡
山
歴
史
研
究
会

会
　
長　

天
野
勝
昭

編
集
長　

楠 

敏
明

事
務
局　

〒
７
０
１

－

１
３
３
２

　

岡
山
市
北
区
平
山
8
4
4
︱
86
山
本
方

電 

話　

0
8
6

・

2
8
7

・

6
2
2
6

http://b.okareki.net/

岡
山
歴
研
は
平
成
二
十
二
年
十
月
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
五
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

五
周
年
を
記
念
し
て
『
岡
山
歴
研　

五
年
の
歩

み
』
の
記
録
集
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
作
成
し
ま
し
た
。

五
年
間
の
活
動
記
録
・
資
料
集
で
す
。
パ
ソ
コ

ン
で
使
用
す
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
プ
リ
ン
タ
ー

が
あ
れ
ば
印
刷
も
可
能
で
す
。

内
容
は
①
活
動
表（
年
度
別
）　

②
写
真（
多
数
） 

③
会
報
（
カ
ラ
ー
版　

創
刊
号
～
十
四
号
） 

④
新

聞
掲
載
記
事　

⑤
設
立
準
備
会　

⑥
全
国
歴
研　

⑦
定
期
総
会　

⑧
探
訪
会
（
一
～
十
三
回　

⑨
歴

研
サ
ロ
ン
（
一
～
十
三
回
）　

⑩
歴
研
講
座
（
一

～
四
）　

⑪
会
員
交
流
会　

⑫
歴
史
関
連
団
体
調

査　

⑬
そ
の
他

フ
ァ
イ
ル
数
（
約
千
件
）
フ
ォ
ル
ダ
数
（
約

百
五
十
件
）
容
量
サ
イ
ズ
（
約
一
Ｇ
Ｂ
）

販
売
価
格
：
五
百
円
（
税
込
み
）
送
料
：
百
円

申
込
：
岡
山
歴
史
研
究
会
事
務
局
へ

お知らせ
第 14 回探訪会

新春ウォーク
西川・枝川公園界隈

日時：1月 10 日（日）
集合場所：緑道公園北端・入口
（きらめきプラザ北西角・案内
標識あり）

集合時間：9 時 45 分
参加費：5 ００円（資料 / 保険）
解散：13 時頃　流れ解散
案内：岡山市観光ボランティア

ガイド
行程：西川の遊歩道を流れに沿い

歩く。途中、宇喜多家の菩提寺
光珍寺、セントラルホテル 10
階（武家屋敷杉山邸の一部を移
築）を見学。旧 2 号線を超え
枝川の終わりまで約 3Km。

参加申込：岡山歴研事務局
申込〆切：1 月 5 日

岡
山
歴
史
研
究
会
設
立
五
周
年
記
念

Ｄ
Ｖ
Ｄ

記
録
集
﹃
岡
山
歴
研 

五
年
の
歩
み
﹄

会費は現在年額 2 千円ですが、会
員としてのメリット向上策の検討も含
めて企画委員会、運営委員会での方向
付けを踏まえて、来年度 4 月から年
額 3 千円に増額を予定しております。

発足以来 5 年間、2 千円の年会費
を基に、活動内容を会報発行では年 1
回から 3 回、紙面も 4 頁から 8 頁に、
そしてホームページの開設、歴研サロ
ンと歴研講座の実施、探訪会年 3 回
実施等々財源確保も工夫しながら充実
してきました。今後、現状を維持し、
更に充実させていくためには、消費税
が再来年度には 8％から 10％になる
ことが確定していることも考慮すると
2 千円のままでは運営が難しくなりま
す。是非とも千円の増額について会員
皆様のご理解、ご協力をお願いいたし
ます。

来年度 4 月からの
会費増額のお知らせ

﹁
歴
史
小
説
創
作
の
苦
心
と
喜
び
﹂

（
鼎
談
）

￤

小
説
家
三
名
が
本
音
で
語
る

￤

講
師　

岡
將
男
氏
、
富
久
豊
氏
、
平
茂
寛
氏

　
　
　
　
（
歴
史
小
説
家
会
員
三
名
）

日
時　

二
月
二
十
八
日
（
日
）
十
三
時
半
～

場
所　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
二
階
大
会
議
室

（
旧
国
立
病
院
跡
）

参
加
費　

会
員
・
一
般
と
も　

五
百
円

定
員　

六
十
名
・
要
申
込
（
事
務
局
）

お
知
ら
せ

第
十
三
回

歴
研
サ
ロ
ン

︻
訂
正
と
お
詫
び
︼

前
号
　
九
頁
　
岡
山
の
甲
冑
の
文
章

二
段　

十
四
行
目

（
誤
）
関
東
で
作
ら
れ
た

（
正
）
関
東
武
士
が
使
っ
た

三
段　

一
行
目

（
誤
）
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
甲
冑
が
完
成
さ
れ
、

（
正
）
鎌
倉
時
代
の
甲
冑
で
は
、

以
上
、
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。


